
鶴
難
一．一■
一一難
舞
〓

次

Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
の
動
き

Ｎ
Ｔ
Ｔ
平
成
十
四
年
度
決
算

　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
２

主
要
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
商
品
販
売
状
況

　
・
・
・
・
・
・
２

お
知
ら
せ

（そ
の
１
）

第
二
十
二
回
四
国
地
方
本
部
総
会
開
催

　
・
・
・
・
・
３

（慶
弔
等
の
運
用
の
見
直
し

役ヽ
員
人
事
の
報
告
を
含
む
）

高
齢
者
に
対
す
る
叙
勲
を
受
け
ら
れ
た
方

　

・
・
・

年
金
情
報

厚
生
年
金
基
金
の

「代
行
返
上
」
に
つ
い
て
　

。
・

会
社
紹
介

Ｎ
Ｔ
Ｔ
四
国
電
話
帳
株
式
会
社
　

・
・
・
・
・
・
・

お
知
ら
せ

（そ
の
２
）

『会
員
名
簿
』
の
発
行
に
つ
い
て
　

・
・
・
・
・
・

健
康
の
ペ
ー
ジ

薬
用
植
物
と
の
ふ
れ
あ
い
　

。
・
・
・
・
・
・
・
・

ド
キ

ュ
メ
ン
ト

「
い
ろ
は
カ
ル
タ
」

で

ふ
る
さ
と
歴
史
の
普
及
が
生
き
が
い
　

。
・
・

私
は
今

　
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

Ｍ

・
Ｍ
コ
ー
ナ
ー

八
十
歳
の
手
習
い
パ
ソ
コ
ン
入
門
　

・
・
・
・
・
・

サ
ー
ク
ル
紹
介

話
友
会
民
踊
部

（愛
媛
）

・
・
・
・
・
・
・
・
・

縁
台
ク
ラ
ブ

（徳
島
）
　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
紹
介

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
Ｎ
Ｔ
Ｔ
松
山
Ｏ
Ｂ
会

　
・
・
・
・
・

俳
句

（徳
島
）
　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

敬
弔

・
物
故
者
叙
位
叙
勲

　
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

表
紙
の
言
葉

・
編
集
後
記
　
　
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

テ
ル
ウ
ェ
ル

・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
座
の
お
知
ら
せ
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平 成 15年 7月第 123号

Ｎ
丁
丁
平
成
十
四
年
度
決
算

ロＩＮ柄封謳岬計恥始櫛販隷僻姫綺呻減‥□

Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ

（三
百
三
十
五
社
）
の
平
成
十

四
年
度
連
結
決
算
が
五
月
十
三
日
に
発
表
さ
れ
ま
し

た
。こ

れ
に
よ
る
と
平
成
十
四
年
度
の
売
上
高

（営
業

収
益
）
は
、
十
兆
九
千
三
百
三
十

一
億
円
で
あ
り
、

前
期
よ
り
も
千
四
十
六
億
円

（０

・
９
％
）
減
と
な

り
ま
し
た
が
、
最
終
損
益
は
二
千
三
百
三
十
四
億
円

の
黒
字
と

い
う
状
況
で
し
た
。

売
上
高
が
前
期
よ
り
も
減
る
と
い
う
こ
と
は
、
電

電
公
社
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
を
通
じ
て
初
め
て
の
こ
と
と

い
う

こ
と
も
あ
り
、
マ
ス
コ
ミ
で
も
“
か
い
び
ゃ
く
以
来

の
減
収
”
な
ど
と
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

売
上
高
の
減
少
は

一
言
で
言
え
ば
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東

・

西
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
に
お
け
る
固

定
電
話
系
収
入
の
下
降
に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、　
一

方
、
前
期
ま
で
は
こ
れ
を
補

っ
て
い
た
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ

モ
に
お
け
る
移
動
系
収
入
も

一
時
の
勢

い
が
な
く
な

っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
最
終
損
益
は
黒
字
に
な
り

ま
し
た
が
、
こ
れ
は
、
昨
年
実
施
さ
れ
た
構
造
改
革

に
よ

っ
て
費
用
が
大
幅
に
抑
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
営
業
費
用
が
九
兆
五
千
五
百
九
十
六
億
円
に
収

ま

っ
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
す
ｔ

（前
期
よ
り
も

一

兆
四
千
六
十
六
億
円
、
卒
に
し
て
１２
　
８
％
減
グ
）

特
に
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
に
お
い
て
は
、
会
社
設
二

以
来
の
目
標
と
し
て
い
た

「平
成
十
四
年
度
単
年
度）

黒
字
化
」
を
達
成
で
き
た
と
い
う
こ
と
は
快
挙
と
も

言
え
る
こ
と
で
す
。

ま
た
、
グ
ル
ー
プ
全
体
で
の
次
期

（平
成
十
五
年

度
）
の
見
通
し
も
同
時
に
示
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ

に
よ
る
と
営
業
収
益

（売
上
高
）
は
十
兆
九
千
二
百

億
円

（十
四
年
度
よ
り
三
十

一
億
円
減
）
と
若
千
の

減
収
見
込
で
す
が
、
事
業
の
効
率
化
を
図
る
こ
と
に

よ
り
最
終
利
益
は
四
千
五
百
三
十
億
円
と
予
想
し
て

い
ま
す
。

主
要
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
商
品
販
売
状
況

―
―

ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
系

へ
大
き
く
変
化

―

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東

・
西
の
平
成
十
四
年
度
に
お
け
る
ネ

ッ

ト
ワ
ー
ク
系
商
品
の
販
売
成
果
を
み
る
と
主
要
商
品

で
は
表
の
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
み
る
と
、
前
年
度

（十
三
年
度
）
ま
で
増

え
て
き
た
Ｉ
Ｎ
Ｓ
が
、
十
四
年
度
に
は

一
転
し
て
純

減
と
な
り
、
そ
れ
に
代
わ

っ
て
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
（高

速

。
大
容
量
）
系
の

「
フ
レ
ッ
ツ

・
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
」
が

一
挙
に
主
役
商
品
と
な

っ
て
来
て
い
ま
す
。

（こ
れ
に
は
、
値
下
げ
、
割
引
等
を
含
め
た
、
他
社

と
の
激
烈
な
競
争
を
伴

っ
て
い
ま
す
）
。

平
成
十
五
年
度
に
は
、
光
回
線
に
よ
る
ブ
ロ
ー
ド

バ
ン
ド
の
本
命
と
し
て
の

「
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
」
に
も
更

に
力
を
注
ぐ
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

N丁 下の 14年度決算概要 (単位 :億 円)

注 :下段は対前年度増減額

N¬Tの 14年度主要ネットワーク商品販売状況

営業収益 経常利益 当期純利益

NTT連 結 109, 231
(▲ 1,046)

14,050
(14,955)

2,

(10,

Ｎ

Ｔ

Ｔ

主

要

会

社

持 株 会 社 2, 220
(▲ 921)

154
(▲ 773)

811
(▲ 56)

西 日 本 22,
(▲ 1,

449
(2, 154)

193
(3, 747)

東 日 本 23, 522
(▲ 2, 214)

633
(558)

30
1,898)

コミュニケーションス
｀

１

▲

520
230)

1, 432
(681)

136
(4, 243)

データ (連結 ) 8, 321
(301)

473
( 1)

285
(21)

ドコモ (連結 ) 48, 091
(1, 498)

10,430
(866)

2, 125
(3, 287)

(単位 :千回線 )

西 日本 (L段 )

東 日本 (下段 )

合   計

一般加入電話
▲ 74(25,540)
62(25,088)

▲ 12(50,628)

INS合計
▲431(4,866)

▲ 591(5,260)
Ll , 02210, L2B)

フレッツ。ISDN
▲30(621)

▲ 2(651)
▲ 32(1,272)

フレッツ・ADSIコ
673(1, 127)

917(1,430)
1, 590(2, 558)

Bフ レッツ
82 (88)

99(111)
181(199)

注 0( )内 は、14年度末施設

② INS合 計 :INS64+INS1 500(10倍 換 算 )
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第 123号 +:rji1s+*7E
国
田
園
剛
日
回
日
目
□
　
（そ
の
１
）

口ｒ第牲叶仁嗣悧印判勒講岬漏絵綱
‐催』

電
友
会
四
国
地
方
本
部
は
、
四
月
二
十
四
日
、
え

ひ
め
共
済
会
館

で
、
第
二
十
二
回
総
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

昭
和
五
十
六
年
の
第
十
回
総
会

（当
時
は
、
前
身

の

「
電
友
会
四
国
連
合
会
し

の
と
き
か
ら

「
四
国

電
信
電
話
会
館
」

（そ
の
後
の

「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
プ
ラ
ザ
松

山
し

を
会
場
と
し
て
以
降
、
二
十
二
年
間
に
わ
た

る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
プ
ラ
ザ
松
山
で
の
総
会
で
し
た
が
、
〈
「
回
、

前
記
の
会
場
に
変
わ

っ
て
の
開
催
で
し
た
。

総
会
は
、
ま
ず
、
物
故
会
員
に
対
す
る
黙
祷
に
始

ま
り
、
芳
野
本
部
長
の
挨
拶
、
伊
藤
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本

愛
媛
支
店
長
及
び
荒
本
電
友
会
本
部
副
会
長
か
ら
の

祝
辞
、
「
電
友
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
賞
」
受
賞
者

の
紹
介
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

徳
島
の
濱
口
倭
代
代
議
員
を
議
長
に
選
出
し
た
後

議
事
に
入
り
、
平
成
十
四
年
度
事
業
報
告
、
収
支
決

算
及
び
会
計
監
査
報
告
が
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

続

い
て
平
成
十
五
年
度
事
業
計
画
及
び
予
算
が
審

議
さ
れ
、
次
の
と
お
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

一　

会
員
が
生
き
甲
斐
を
感
じ
る
施
策
等
の
推
進

会
員
が
生
き
甲
斐
を
感
じ
る
こ
と

へ
の
お
手
伝

い
と
し
て
次
の
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

①
　
会
員
や
グ
ル
ー
プ
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
の

顕
彰
に
努
め
、
そ
の
活
動
状
況
を
会
報
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
紹
介
し
ま
す
。

②
　
会
員
相
互
の
連
携
強
化
の
た
め
、
サ
ー
ク
ル

活
動
の
支
援
、
レ
ク
活
動
の
実
施
等
に
取
組
む

こ
と
と
し
、
活
動
等
を
会
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
紹
介
し
ま
す
。

０
　
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
愛
好
会
の
会
員
拡
大
を
図

る
と
と
も
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
に
努
め
、

会
員
の
交
流
と
親
睦
等
に
資
す
る
こ
と
と
し
ま

す
。

Ｏ
　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
が
行
う
社
会
福
祉
活
動
に

つ
い
て
、
そ
の
周
知
に
努
め
、
積
極
的
に
参
加

・
協
力
し
ま
す
。

６
　
年
金

・
介
護
保
険
問
題
に
つ
い
て
、
会
報
等

で
情
報
提
供
し
ま
す
ｃ

ｕ
　
団
体
割
引
の
有
利
性
を
生
か
せ
る
電
友
会
会

員
向
け
の
保
険

（自
動
車
・団
体
傷
害

・
が
ん

保
険
）
に
つ
い
て
会
員
に
周
知
し
勧
奨
に
努
め

ま
す
。

）一
一　
Ｎ
丁
Ｔ
グ
ル
ー
プ
に
対
す
る
支
援
・協
力
活
動

Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
と
の
連
携
を
強
化
し
、
次
の

支
援
活
動
等
を
推
進
し
ま
す
。

“

　
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
の
普
及
に
協
力
す
る
た
め

、
パ
ソ
コ
ン
教
室
等
を
実
施
す
る
ほ
か
、
指
導

者
の
確
保

・育
成
に
努
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト

利
用
者
等
の
増
に
協
力
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

Ｏ
　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
等
が
実
施
す
る
各
種
施
策
を
積
極
的

に
支
援

・
協
力
し
ま
す
。

０
　
地
域
に
お
け
る
会
員
の
活
動
状
況
等
を
調
査

し
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
等
と
の
連
携
活
動
に
活
か
し
ま
す
。

〓
一　
会
組
織
の
強
化

組
織
の
拡
充

・
強
化
を
図
る
た
め
、
次
の
施
策

を
推
進
し
ま
す
。

平成15年度予算書(一般会計 )

(単位 :千 円)

科 金  額 事記

前 期 繰 越 金

会 費 等 収 入

分 担 金 収 入

配 付 金 収 入

総 会 収 入

広 告 収 入

利  息  収  入

そ の 他 収 入

仮   受   金

554

949

1,350

7,253

60

880

0

1,040

127

支部から

N「 |から(総 会 費、会報費、名簿費の一部 )

本部かt,(人件費、運営補助費 、評議 員会費

の一部 )

祝い金

会報及び会員名簿 に掲載

50円

保 険周知宣伝協 力費、公職 等就任調査費

計 12,21

(支 出の部 )

科 目 金  額 事記

費務事

費

　
費

業
　

議

事

　
会

会 費 等 支 出

そ の 他 支 出

2,410

2, 150

5,829

1,284

17C

会報発行費、名簿発行費、慶弔見舞金

総会費、本部理事会、本部評議員会、

事務局長会議、地本理事会、編集委員会等

人件費、用品費、通信費、コビー機借料、

データベーース整備等

支部へ (運営補助費)

支部へ (保 険周知宣伝協力費)

支  出  計 11,843

十   備   費

次 期 繰 越 金

仮 受 金 繰 越

計〈
口

12,213

◎特別基金 (特 別会計 )′,繰越金は、1,257千 円です
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第 123号 平 成 15年 7月

理
　
事

ク

会
計
監
事

Ｏ
　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
の
退
職
予
定
者
説
明
会
等

で
の
入
会
勧
奨
と
、
そ
の
後
の
フ
オ
ロ
ー
に
努

め
ま
す
。

Ｏ
　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
会
社
と
の
連
携
を
深
め
、

退
職
者
の
入
会
勧
奨
を
強
化
し
ま
す
。

０
　
未
加
入
者
の
人
会
勧
奨
に
つ
い
て
、
全
会
員

に
よ
る
“
日
常
的
呼
び
か
け
”
を
行

い
ま
す
。

“
　
会
報
や
会
員
名
簿
の

「手
配
り
」
を
更
に
拡

大
し
、
会
員
相
互
の
直
接
の
交
流
及
び
連
携
と

絆
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

☆
　
慶
弔
等
の
運
用
の
見
直
し
に
つ
い
て

（総
会
で
の
審
議
事
項
）

今
回
の
総
会
で

「慶
弔
等
の
運
用
の
見
直
し
」
に

つ
い
て
の
提
案
が
審
議
さ
れ
、
会
員
が
自
寿
、
米
寿

に
あ
た
る
場
合
、
今
ま
で
地
方
本
部
と
所
属
県
支
部

の
両
方
か
ら
お
祝

い
が
贈
呈
さ
れ
て
い
た
も
の
を
、

同
じ
電
友
会
組
織
か
ら
の
重
複
を
避
け
る
意
味
等
か

ら
、
地
方
本
部
か
ら
の
贈
呈
は
廃
止
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
（平
成
十
六
年
度
か
ら
廃
止
）

◎
　
役
員
人
事
に
つ
い
て

（総
会
で
の
報
告
事
項
）

今
年
は
地
方
本
部
役
員
の
改
選
年
で
す
が
、
白
石

春
三
、
森
川
清
和
の
両
本
部
長
が
退
任
さ
れ
る
こ
と

に
伴

い
、
当
日
開
催
さ
れ
た
理
事
会
で
、
次
の
方
々

が
新
役
員
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

本
部
長
　
　
　
芳
野
　
　
運

副
本
部
長
　
　
田
中

　

一
馬

（新
任
）

（新
任
）

資
延
　
　
隆

旭
野
　
　
明

楠
瀬
　
邦
夫

藤
本
　
迪
雄

（愛
媛
）

中
山
　
忠
彦

（香
川
）
（新
任
）

藤
丸
　
浩
史

（徳
島
）

岡
林
　
圭

一

（高
知
）

中
藤
　
　
桂

（愛
媛
）

仲
神
　
徳
彦

（愛
媛
）
（新
任
）

（注
）
氏
名
の
後
の
無
印
は
再
任

―
プ
は
、
年
金
が
厚
生
年
金
に
統
合
さ
れ
た

平
成
九
年
に
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
厚
生
年
金
基
金
を
発

足
し
ま
し
た
。

厚
生
年
金
基
金
に
は
、
国
の
厚
生
年
金

の

一
部
を
肩
代
わ
り
し
て
年
金
給
付
を
行
う
こ

と
が
法
律

で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

平
成
十
四
年
四
月

の
確
定
給
付
企
業
年
金
法

の
施
行

に
よ
り
、
代
行
部
分
を
国
に
返
上
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

問
②
　
な
ぜ

「代
行
返
上

」
す
る
の
で
す
か
？

答
②
　
従
来
は
、
基
金
が
代
行
部
分
を
含
め
た
資
産

（事
業
主
負
担
＋
加
入
者
負
担
で
で
き
た
資
産
）

を
運
用
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
掛
け
金
の
値
下
げ

等
に
有
効
に
使
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
超
低
金
利
の
昨
今
、
資
産
運
用
の

環
境
が
厳
し
い
状
態
が
続

い
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
厚
生
年
金
基
金
も
将
来
の

運
用
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る
た
め

「代
行
返
上
」

す
る
計
画
と
し
ま
し
た
。

問
③

　

「代
行
返
上
」
す
る
と
、
私
の
年
金
は
ど
う

な
り
ま
す
か
？

答
③

　

「代
行
返
上
」
し
て
も
、
代
行
部
分
に
相
当

す
る
年
金
は
、
厚
生
年
金
と
し
て
国
が
支
給
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
か
ら
、
受
け
取
る
年
金
の

総
額
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
（図
参
照
）

高
齢
者
に
対
す
る
叙
勲
を
受
け
ら
れ
た
方

動
五
等
瑞
宝
章
　
井
上
　
廣
次
　
様

（伊
野
町

勲
五
等
瑞
宝
章
　
山
本

　

一
雄
　
様

（松
山
市

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
ま
す
ま
す

お
元
気
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

円
園
囲
圏
国

厚
生
年
金
基
金
の

「代
行
返
上
」
に
つ
い
て

最
近
、
厚
生
年
金
基
金
の
代
行
返
上
と
い
う
こ
と

を
新
聞
な
ど
で
見
か
け
ま
す
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
厚
生
年
金
基

金
も
代
行
返
上
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

問
①
　
「代
行
返
上
」
と
は
ど
う

い
う
こ
と
で
す
か
？

答
①
　
厚
生
年
金
基
金
は
、
国
の
厚
生
年
金
の

一
部

を
肩
代
わ
り
し
、
そ
れ
に
企
業
独
自
の
上
乗
せ

給
付
を
行

っ
て
い
ま
す
。

国
に
代
わ

っ
て
給
付
を
行

っ
て
い
る
部
分
を

代
行
部
分
と
言

い
、
こ
れ
を
国
に
返
す
こ
と
を

「代
行
返
上
」
と
言
い
ま
す

．

（注
）
厚
生
年
金
基
金
制
度
は
、
昭
和
四
十

一
年

に
創
設
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル

ω
輪
れ
　
　
　
ら

上

生

金

　

　

　

か

返

厚

基

　

　

　

□

´
‘

、

ヽ

ヽ

ヽ

′

′

′

‐
‐

‐

‐

‐

‐

―

―

―

―

‐

′

′

′

′

′

′

′

′

′

′

′

高 徳 香 愛 愛
知 島 川 媛 媛

厚生年金基金の

「代行返上」イメージ

(返 上前〉

算

分

加

部

金
か
ら
　
国
か
ら

無
輔
一厚生

年金

巳^
　
〈エ

国

年
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・
商
　
号
　
　
エ
ヌ

・
テ
ィ

・
テ
ィ
四
国
電
話
帳
株
式
会
社

・
所
在
地
　
　
愛
媛
県
温
泉
郡
重
信
町
田
窪

一
九
四
〇
―

一

・
代
表
取
締
役
社
長
　
　
由辰
本
　
芳
正

。
設
　
工上
　
　
昭
和
三
十
五
年
七
月
二
〇
日

・
従
業
員

　
　
一
九
二
名

（平
成
十
五
年
六
月

一
日
現
在
）

広
告
販
売
か
ら
電
話
帳
発
行
ま
で
の
期
間
短
縮

（新
鮮
な
情
報
の
提
供
）

新
規
格
広
告
の
開
発

消
費
行
動
に
合
わ
せ
た
収
録
方
法
の
見
直
し

利
用
に
合
わ
せ
た

「ビ
ジ
ネ
ス
用
」
と

「
一
般

用
」
に
分
け
た
電
話
帳
作
成
　
等

一
方
、
Ｉ
Ｔ
時
代
に
対
応
し
た
、
新
鮮
で
、
多
く

の
情
報
発
信
が
可
能
な
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
タ
ウ
ン
ペ

ー
ジ
広
告
は
年
々
増
加
し
、
こ
れ
か
ら
の
広
告
媒
体

と
し
て
注
目
さ
れ
て
お
り
、
今
後
、
主
力
商
品
と
し

て
成
長
さ
せ
て
い
く
べ
く
販
売
強
化
を
行

っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
二
年
目
を
迎
え
た

「
タ
ウ
ン
ベ
ー
ジ
セ
ン

タ
」
は
、
当
社
事
業
の
二
本
柱
の

一
つ
と
し
て
定
着

し
、
全
国
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に
対
応
し
て
お
り
ま

す
が
、
今
後
は
こ
れ
ま
で
以
上
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に

向
け
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

本
年
二
月
で
、
印
刷

・
製
本
業
務
を
終
了
し
、
販

売
編
集
会
社
と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
か
ら
、

「全
社
員
が
販
売
員
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
頑
張

っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

（
そ

の
２
）

巳
△髪
羅
盪
斬
ｙ
割
国

今
年
は

『会
員
名
簿
』
を
発
行
す
る
年
で
す

（十

月
発
行
予
定
）。
平
成
十
三
年
発
行
の

ア
バ
員
名
簿
』

と
平
成
十
四
年
発
行
の

『補
正
版
』
が
ベ
ー
ス
に
な

り
ま
す
。
掲
載
内
容
に
変
更
が
あ
る
方
で
、
連
絡
を

い
た
だ
い
て
い
な
い
方
は
、
八
月
二
十
日
ま
で
に
各

県
電
友
会
事
務
局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
（事
務
局
）

当
社
は
昭
和
三
十
五
年
七
月
に

「電
通
印
刷
い
」

と
し
て
設
立
さ
れ
、
松
山
市
朝
美
町
で
電
電
公
社
の

各
種
資
料
印
刷
を
中
心
に
事
業
を
行

っ
て
ま

い
り
ま

し
た
。

昭
和
四
十
四
年
に
は
現
在
の
地
に
移
転
し
、
電
話

加
入
数
の
増
に
伴

い
四
国
の
電
話
帳
印
刷
会
社
と
し

て
、
年
々
拡
大
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
間
、
昭
和
四
十

一
年
に
は
喘
電
気
通
信
共
済

会
の
出
資
を
得
て

「
四
国
電
通
印
刷
い
」
に
、
平
成

七
年
に
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
出
資
を
得
て

「
エ
ヌ

・
テ
ィ

・

テ
ィ
四
国
電
話
帳
∩
」
と
社
名
変
更
を
行

い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
電
話
帳
事
業
の
構
造
改
革
の

一
環
と
し

て
平
成
十

一
年
四
月
に
は
、
電
話
帳
広
告
販
売
会
社

の

「
四
国
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
ア
ド
榊
」
と
合
併
。
平
成

十
三
年
七
月
に
は
、
テ
ル
ウ

ェ
ル
電
話
帳
部
門
の
受

け
入
れ
。
平
成
十
五
年
三
月
に
は
電
話
帳
印
刷

・
製

本
業
務
お
よ
び

一
般
印
刷
業
務
を

「い
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ク
オ

リ
ス
」

へ
移
管
し
、
平
成
十
五
年
度
か
ら
電
話
帳
の

広
告
販
売

・編
集
会
社
と
し
て
新
た
に
ス
タ
ー
ト

い

た
し
ま
し
た
。

四
国
地
域
に
お
け
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
電
話
帳

（タ
ウ
ン
ペ

ー
ジ

・
ハ
ロ
ー
ペ
ー
ジ
）
の
広
告
販
売
お
よ
び
編
集

業
務
を
取
扱

っ
て
い
る
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に

よ
る
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
の
普
及
拡
大
の
た
め
イ
ン
タ
ー

ネ

ッ
ト
広
告
の
販
売
に
力
を
入
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
電
話
帳
に
関
す
る
総
合
受
付
窓
口
と
な
る

全
国
四
セ
ン
タ
ー
の

一
つ
と
し
て
、
平
成
十
二
年
に

設
置
さ
れ
た

「
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
」
に
お
い
て
、

全
国
の
お
客
様
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に
対
応
し
て
お

り
ま
す
。

本
格
的
な
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
時
代
の
到
来
、
広
告

媒
体
の
多
様
化
、
不
況
に
よ
る
広
告
費
の
見
直
し
等

に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
紙
の
電
話
帳
広
告
収
入
は
大

き
く
減
少
し
て
お
り
、
当
社
事
業
を
取
り
巻
く
環
境

は
年
々
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
脱
す
る
た
め
、
電
話
帳
の
利

用
促
進
と
、
媒
体
価
値
の
向
上
を
日
指
し
て
、
次
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

④③② ①
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薬
用
植
物
と
の
ふ
れ
あ

い

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
松
山
病
院

薬
剤
科
部
長
　
大
上
　
敏
明

退
職
さ
れ
た
方
か
ら
、

カ

メ
ラ
を
片
手

に
あ
ち

こ
ち
歩

い
て

い
る
と

い

う
話
を
伺

い
ま
し
た
。

非
常

に
楽

し
そ
う

で
健

康
的
な
趣
味
だ
な
と
思

い
ま
し
た
。

き
れ
い
な
空
気
の
中
で
歩
く
と
い
う
こ
と
は
、
素

晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
今
ま
で
な
ん
と
な

く
見
て
き
た
花
や
木
を
じ

っ
く
り
と
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
身
の
回
り
の
植
物
は
、

ず

い
分

「薬
」
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
皆
様
が
目
に
す
る
機
会
が
あ
る
だ
ろ
う

と
思
わ
れ
る
植
物
を
、
少
し
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
実
際
に
皆
様
が
こ
れ
ら
の
植
物
に
出
会

っ
た
時

に
、
少
し
で
も
思
い
出
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
際
、

ご
自
身

の
健
康
を
見

つ
め
な
お
す
機
会
に
な
れ
ば
幸

い
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

芍
薬

（し
ゃ
く
や
く
）
と
牡
丹

（ば
た
ん
）

「立
て
ば
芍
薬
座
れ
ば
牡
丹
」
と

い
う
言
葉
が
あ
り

ま
す
。
両
方
共
き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ
、
並
び
称
さ

れ
ま
す
。

漢
方
の
世
界
で
は
、
腹
が
立
て
ば
芍
薬
、
お
尻
が

重
く
座

っ
た
ま
ま
な
ら
牡
丹
と
い
う
よ
う
な
解
釈
も

し
ま
す
。
花
の
大
き

い
方
が
牡
丹
で
す
。
ま
た
、
牡）

丹
は
本
で
す
が
芍
薬
は
草
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
薬
と

し
て
利
用
す
る
と
き
、
牡
丹
は
根
の
皮
を
用
い
、
芍

薬
は
根
を
用
い
ま
す
。

芍
薬
は
非
常
に
多
く
の
薬
に
配
合
さ
れ
て
い
ま

す
。
有
名
な
葛
根
湯
に
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
痛
教

や
ケ
イ
レ
ン
を
和
ら
げ
る
作
用
が
あ
り
、
「芍
薬
甘

草
湯
」
に
配
合
さ
れ
、
ま
た
、
女
性
薬
と
し
て
有
名

な

「当
帰
芍
薬
散
」
に
配
合
さ
れ
、
生
理
に
伴
う
体

調
不
良
、
不
妊
、
流
産
防
止
な
ど
に
用
い
ら
れ
ま
す
。

牡
丹
も
牡
丹
皮
と
し
て
、漢
方
薬
に
配
合
さ
れ
ま
す
。

朴
の
木

（ほ
う
の
き
）

朴
の
木
と
言
え
ば
、
そ
の
葉
を
使

っ
た
朴
葉
焼
き

が
有
名
で
す
ね
。
テ
レ
ビ
の
旅
番
組
で
見
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
葉
の
大
き
さ
は
日
本

一
で
は
な
い
か
と

言
わ
れ
、
そ
の
上
に
山
菜
と
味
噌
を
乗
せ
て
焼
く
の

が
朴
葉
焼
き
で
す
。
他
に
朴
葉
ず
し
と
い
う
の
も
聞

き
ま
す
。

こ
の
木
の
樹
皮
を
乾
燥
し
て
生
薬
と
し
て
用
い
ま

す
。
こ
れ
は
厚
朴

（こ
う
ぼ
く
）
と
呼
ば
れ
ま
す
。

味
は
苦
く
、
胸
腹
部
の
膨
満
感
や
、
腹
痛
に
用
い
ら

れ
ま
す
。

朴
の
木
で
頭
に
浮
か
ぶ
の
が
、
「念
ず
れ
ば
花
ひ

ら
く
」
で
有
名
な
詩
人
の

「坂
村
　
真
民
」
さ
ん
で

す
。
砥
部
町
に
お
住
ま
い
で
す
が
、
二
年
前
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
記
事
を
そ
の
ま
ま
紹
介
し
ま
す
。

（質
問
）
真
民
さ
ん
は
朴
の
本
が
お
好
き
で
す
ね
。

（坂
村
）
朴
の
木
は
、
そ
ば
に
本
が
あ
る
と
遠
慮
し

て
十
年
も
芽
を
出
さ
な
い
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
心
遣
い

を
す
る
、
日
立
た
な
い
木
で
す
。
そ
れ
が
好
き
で
す

ね
。
朴
の
本
の
葉
は
裏
が
自
い
の
で
、
風
が
吹
く
と

手
を
振

っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
葉
の
香
り
が
い

い
の
で
、
ほ
お
ば
味
噌
や
ほ
お
ば
だ
ん
ご
、
ほ
お
は

も
ち
、
ほ
お
ば
ず
し
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
私
は
全
国

朴
の
会
を
作

っ
て
、
朴
の
本
を
植
え
る
運
動
を
進
め

て
い
ま
す
。
詩
墨
展
に
は
大
き
な
朴
の
葉
に
字
数
書

い
て
出
し
ま
し
た
よ
。

紫
蘇

（し
そ
）

紫
蘇
に
は
赤
紫
蘇
と
青
紫
蘇
の
二
種
類
が
あ
り
ま

す
が
、
青
紫
蘇
は
も

っ
ぱ
ら
食
用
に
使
わ
れ
ま
す
。

刺
身
の
下
敷
き
に
使
わ
れ
た
り
し
ま
す
が
、
生
魚
の

臭
ふ
抜
き
と
、
毒
消
し
の
作
用
が
あ
る
の
は
お
な
じ

み
で
す
。

薬
用
に
は
赤
紫
蘇
を
用
い
ま
す
。
ア
ン
ト
シ
ア
ン

と
い
う
色
素
を
持
ち
、
梅
と

一
緒
に
漬
け
込
め
ば
梅

の
酸
に
よ
り
、
梅
千
の
鮮
や
か
な
色
に
な
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
紫
蘇
の

「蘇
」
と
い
う
字
は
、
医
療

の
世
界
で
も
蘇
生
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
「

蘇
」
を
辞
書
で
引
け
ば

「
よ
み
が
え
る
」
と
出
て
い

ま
す

´
奈
良
、
平
安
時
代
に
中
国
か
ら
入
り
、
人
を

蘇
ら
せ
る
の
で

「蘇
」
の
字
が

つ
い
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す

．
「蘇
」

の
字
を
も
う
少
し
調
べ
て
み
ま
す

と
、
一
魚

一
と
、
稲
や
穀
物
を
表
す

「禾
」
と

い
う

字
が
並
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
は
関
係
な
い
も
の
が
並

′集

、ヽ
す
き
間
の
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
そ
う
で
す
。

索
芸
・は
葉
が
す
き
す
き
に
付

い
て
い
る
草
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す

）
そ
し
て
、
喉
に
す
き
間
を
作

っ
て

生
き
返
ら
せ
る
と
い
う
こ
と
で
、
蘇
生
と

い
う
よ
う

ヽ
〓
メ

，
４
ｉ
十
つ
で
すヽ
。

芍
真
、
壮
号
、
朴
の
本
、
紫
蘇
を
紹
介
し
ま
し
た

が
、
我
々
つ
百
り
に
は
数
多
く
の
薬
用
植
物
が
あ
り

多三
，
　
そ
し
て
、
自
然
は
う
ま
く
出
来
て
い
る
な
と

冥
惑
て
き
ま
す

。
も

っ
と
も

っ
と
自
然
に
触
れ
て
、

≡
ヽ
を

天
事
に
し
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

）
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「
い
ろ
は
カ
ル
タ
」
で

ふ
る
さ
と
歴
史
の
普
及
が
生
き
が

い

○

は
、
一
里
暁
藩
政
時
代
の
名
残
な
り
。
（り

は
、

六
根
清
浄
の
声
が
す
る
山
上
山
、
こ
の
よ
う
な
、

い

ろ
は
四
十
七
文
字
の
読
み
札
と
そ
れ
に
関
す
る
写
真

を
集
め
、
郷
土
の
史
跡
や
地
名
、
伝
説
等
の
由
来
を
、

老
人
会
や
小
学
校
の
子
供
た
ち
に
語
り
伝
え
る
こ
と

を
生
き
が
い
に
し
て
い
る
の
が
、
高
松
市
前
田
東
町

の
森
安
　
明
さ
ん
で
す
。

森
安
さ
ん
は
大
二
十
三
年
生
ま
れ
の
七
十
八
歳
。

昭
和
三
十
三
年
に
、
当
時
の
香
川
電
気
通
信
部
か

ら
四
国
電
気
通
信
局
に
転
勤
、
以
来
、
徳
島
、
愛
媛
、

高
知
に
転
勤
し
、
昭
和
五
十
五
年
に
退
職
し
て
二
十

二
年
振
り
に
ふ
る
さ
と
に
帰
り
ま
し
た
。

退
職
後
は
、
第
二
の
職
場
で
十
年
間
勤
め
、
電
友

会
香
川
支
部
の
常
任
幹
事
及
び
副
会
長
、
Ｏ
弓
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
会
長
、
地
区
で
は
自
治
会
長
、
老
人
会
副

会
長
、
ク
ラ
ブ
会
長
等

々
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

森
安
さ
ん
が
ふ
る
さ
と
の
歴
史
に
興
味
を
持

っ
た

の
は
、
平
成
四
年
、
地
区
の
公
民
館
講
座

「
ふ
る
さ

と
を
歩
く
」
に
参
加
し
て
か
ら
で
す
。
そ
の
講
座
内

容
は
古
く
は
官
虚
郷

（み
や
ど
こ
ろ
ご
う
）
と
呼
ば

れ
、
古

い
寺
跡
や
由
緒
の
あ
る
地
名
が
多
く
あ
り
、

そ
れ
を
物
語
る
よ
う
に
県
指
定
史
跡
の
古
墳
を
は
じ

め
三
十
基
に
及
ぶ
古
墳
が
有
る
こ
と
を
知
り
、
「
ふ

る
さ
と
再
発
見
」
と
言
う
か
、
ふ
る
さ
と
歴
史
の
深

さ
を
痛
感
し
て
か
ら
で
す
。
そ
れ
を
契
機
に
郷
土
史

を
は
じ
め
郡
誌
、
県
史
な
ど
を
読
み
あ
さ
り
、
地
区

の
歴
史
を
勉
強
し
た
そ
う
で
す
。

平
成
八
年
頃
か
ら
、
老
人
会
や
公
民
館
か
ら
地
域

探
訪
の
案
内
や
、
講
話
を
頼
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
、

平
成
十
二
年
に
は
小
学
校
に
初
め
て
地
域
探
検
ク
ラ

ブ
が
で
き
ま
し
た
。
森
安
さ
ん
は
ガ
イ
ド
役
を
依
頼

さ
れ
て
、
四
年
生
以
上
の
十

一
名
、
週

一
回
、
五
十

分
以
内
で
十

一
回
も
案
内
し
、
以
来
、
毎
年

つ
づ
け

て
い
ま
す
。

森
安
さ
ん
が
そ
れ
で
感
じ
た
こ
と
は
、
学
校
か
ら

往
復
五
十
分
の
条
件
で
は
案
内
場
所
が
限
定
さ
れ
る

悩
み
で
し
た
。
何
と
か
い
い
方
法
が
な
い
か
と
、
ふ

と
思
い
つ
い
た
の
が

「
い
ろ
は
カ
ル
タ
」
と

い
う
発

想
で
し
た
。
四
十
七
文
字
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
が
、

前
田
の
歴
史
の
エ
キ
ス
は
紹
介
で
き
る
と
思

っ
た
の

が
き

っ
か
け
だ
そ
う
で
す
。

そ
れ
の
実
行
を
、
平
成
十
三
年
病
気
後
の
療
養
中
、

時
間
的
に
も
十
分
余
裕
が
で
き
た
の
で
四
か
月
程
度

か
け
て
、
読
み
札
と
そ
の
説
明
を

「
い
ろ
は
カ
ル
タ
」

で
見
る
音
の
前
田
と

い
う
小
冊
子
に
し
ま
し
た
。

次
に
、
読
み
札
に
ふ
さ
わ
し
い
写
真
を

一
か
月
程

度
か
け
て
集
め
、
読
み
札
と
写
真
を
組
み
合
わ
せ
画

箋
紙
三
枚
に
ま
と
め
、
平
成
十
三
年
十
月
地
区
の
文

化
祭
に
出
展
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
そ
れ
が
地
元
通
信
員
の
日
に
と
ま
り
、

十
二
月
十

一
日
の
四
国
新
聞
に
掲
載
、
続

い
て
十
二

月
十
七
日
の
西
日
本
ラ
ジ
オ
放
送
に
生
出
演
と
急
展

開
、
知
人
か
ら

「新
聞
見
た
よ
。
一ス
ン
オ
聞
い
た
ぜ
」

と
い
う
激
励
を
貰

い
、
今
更
、

マ
ス
コ
ミ
の
力
に
は

驚

い
た
そ
う
で
す
。

そ
の
後
、
地
元
の
特
養
老
人
ホ
ー
ム
、
公
民
館
、

郵
便
局
に
も
そ
れ
を
展
示
し
、
ま
た
、
説
明
用
の
小

冊
子
も
六
十
部
作
成
し
、
希
望
者
に
配
布
す
る
な
ど

ふ
る
さ
と
歴
史
の
普
及
に
努
め
て
い
ま
す
。

一
方
で
は
、
こ
れ
を
機
会
に
本
物
の
カ
ル
タ
を
作

っ
て
は
と

い
う
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
い
て
、
小
学
生
に

絵
を
画
い
て
貰

い
、
現
在
、
十
八
枚
出
来
上
が

っ
て

い
ま
す
の
で
、
残
り
は
夏
休
み
に
完
成
し
た
い
と
頑

張

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
月
発
行
の

「公
民
館
だ

よ
り
」
に

「古
里
探
訪
」
と
し
て
連
載
し
て
い
ま
す
。

森
安
さ
ん
は
そ
れ
ら
の
こ
と
を
通
し
て
、
子
供
達

が
ふ
る
さ
と
の
歴
史
を
知
り
、
先
祖
の
偉
大
さ
、
大

切
さ
に
気
付
き
、
少
し
で
も
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
心

を
培

っ
て
ほ
し
い
の
と
、
今
後
、
益
々
高
齢
化
が
進

む
中
で
、
老
人
同
志
の
交
流
の
場
の

一
助
に
な
れ
ば

と
思

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
ふ
る
さ
と
歴
史
の
普
及
や
、
他
方
で

は
、
書
道
の
準
教
師
取
得
後
、
教
師
取
得
試
験
を
目

指
し
頑
張

っ
て
い
る
姿
を
見
て
、
何
事
に
も
プ
ラ
ス

志
向
の
生
き
ざ
ま
に
強
く
ひ
か
れ
ま
し
た
。

（山
本
編
集
委
員
　
記
）
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◇
　
石
川
　
光

一
　

（高
瀬
町
）

月
日
は
百
代
の
過
客
に
し
て

。
・
・
歳
月
の
流
れ

は
早
い
も
の
で
す
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
を
退
社
し
て
十
年
、
平

成
十
三
年
に
は
ド
コ
モ
四
国
を
退
社
。
そ
の
後
、
人

の
た
め
世
の
た
め
に
な
る
こ
と
は

・
・
・
と
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
の
講
座
を
受
講
、
資
格
取
得
。

昨
年
、
四
十
五
年
ぶ
り
に
故
郷
へ
。
無
農
薬
の
野

菜
と
米
で
も
作

っ
て
白
給
自
足
を
と
考
え
て
い
た
矢

先
、　
一
人
暮
ら
し
で
あ

つ
た
母
が
脳
梗
塞
に
。

ヘ
ル

パ
ー
の
知
識
を
活
か
し
て

「為
せ
ば
成
る
」
の
精
神

で
介
護
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
元
の
自
治
会
役
員
、
町
の
保
健
委
員
な

ど
、
結
構
、
忙
し
い
毎
日
を
送

っ
て
い
ま
す
。

◇
　
石
川
　
一房
子

　

（観
音
寺
市
）

私
は
乳
癌
を
手
術
し
退
職
し
て
、
は
や
十
五
年
が

過
ぎ
ま
し
た
。

年
金
友
の
会
に
入

っ
て
、
春
秋
旅
行
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
が
、
友
人
に
誘
わ
れ
ペ
タ
ン
ク
を
始
め
ま

し
た
。
も
う
七
年
日
で
す
。
毎
日
、
練
習
が
楽
し
く

雨
の
日
も
練
習
し
ま
す
。
お
か
げ
で
香
川
県
で
優
勝

し
、
ね
ん
り
ん
ピ

ッ
ク
全
国
大
会
に
出
場
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
日
本
選
手
権
と
、
今
年
も
ね
ん
り
ん
ピ

ッ
ク
徳
島

へ
二
回
目
の
出
場
で
す
。
足
腰
を
鍛
え
る

た
め
、
ス
イ
ミ
ン
グ
で
泳
い
で
い
ま
す
。

お
か
げ
で
健
康
で
楽
し
い
日
々
を
送

っ
て
お
り
ま

す
。
福
祉
の
お
手
伝
い
も
し
て
お
り
ま
す
。

◇
　
井
上
　
幸
子

　

（伊
野
町
）

夢
見
る
夢
子
さ
ん
が
職
場
訓
練
で
教
わ

っ
た

「清

く
、
正
し
く
、
美
し
く
」
、
す
ぐ
気
が
つ
き
ま
し
た
、

世
の
中
そ
ん
な
に
甘
く
な
い
と
ｃ
今
ま
で
に
大
波

小
）

波
を
か
い
く
ぐ

つ
て
き
て
得
た
人
生
訓

「
目
に
は
爪

を
歯
に
は
牙
を
」
、
こ
れ
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
い
ま
す
。

九
十

一
歳
の
元
気
で
勝
気
な
母
と
気
の
弱
い
娘
の

二
人
三
脚
、
親
は
い
つ
ま
で
も
親
、
私
の
心
配
ば
か

り
し
て
い
ま
す
。

絵
手
紙
、
詩
作
り
な
ど
の
趣
味
、
地
域
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
も
そ
こ
そ
こ
に
や
っ
て
い
ま
す
。

生
活
の
中
に
少
し
の
幸
せ
を
み
つ
け
、　
一
日

一
笑

で
日
々
を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

◇
　
今
村
　
　
旭

　

（松
山
市
）

昔
は
高
橋
、
今
は
今
村
で
す
。
地
域
で
は
土
地
改

良
区
や
老
大
会
の
役
員
。
健
康
保
持
や
ボ
ケ
防
止
の

た
め
、
週
三
回
は
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
の
練
習
試
合
に
参
加
。

余
暇
を
見

つ
け
て
は
河
川
で
水
石
探
し
と
か
台
座

造
り
に
励
ん
で
い
る
。
毎
年
九
月
下
旬

「
八
石
之
会
」

が
展
示
会
を
行

っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

一
度
ご
来

場
下
さ
い
。

今
年
か
ら
愛
媛
県
厚
生
年
金
受
給
者
協
会
の
委
員

を
受
託
。
ご
加
入
の
希
望
あ
れ
ば
ご

一
報
下
さ
い
。

（
〇
八
九
）
九
五
六
―
三
二
三
六
ま
で
。

◇
　
大
山
　
重
子

　

（八
幡
浜
市
）

「
日
々
是
好
日
」

私
の

一
日
は
、
朝
、
シ
ー
コ

「猫
」
と
共
に
起
き

る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
最
初
に
す
る
こ
と
は
、

シ
ー
コ
に
餌
を
与
え
る
こ
と
で
す
。
フ
ー
ド
な
の
で

カ
リ
カ
リ
と
音
を
た
て
て
食
べ
て
い
ま
す
。
こ
の
音

を
聞
き
な
が
ら
、
自
分
の
食
事
の
時
間
で
す
。
今
日

一
日
の
予
定
を
考
え
て
食
事
を
済
ま
せ
ま
す
。

私
の
健
康
法
は
、
朝
と
夕
方
の
コ
ー
ギ
大
、
サ
ク

ラ
と
の
散
歩
で
す
。
シ
ッ
ポ
が
あ
る
か
無
い
か
の
お

尻
、
足
が
短
く
、
で
も
か
わ
い
い
大
で
す
。

夕
方
、
散
歩
し
て
い
る
と
、
中
学
生
と
の
出
会

い

が
あ
り

「今
日
は
」
と
挨
拶
が
あ
り

「
さ
よ
う
な
ら
」

と
私
は
返
事
を
し
ま
す
。
た
だ
こ
れ
だ
け
の
言
葉
で

す
が
、
心
の
中
が
爽
や
か
に
な
り
ま
す
。

趣
味
は
三
十
年
来
の
茶
道

で
す
。
週

一
回
の
お
稽

古
日
を
楽
し
み
に
し
て
お
友
達
と
抹
茶
を
点

て
、
点

前
の
時
は
、
足
の
痛
さ
を
忘
れ
て
し
ま

い
ま
す
。

ふ
と
、
気
が
付
く
と
、
平
凡
で
は
あ
る
が
、
健
康

で
い
る
自
分
が
そ
こ
に
居
ま
す
。

◇
　
岡
村
　
純
雄

　

（松
山
市
）

加
齢
と
と
も
に
部
品

の
劣
化
が
著
し
く
、
病
院
と

の
縁
が

一
向

に
切
れ
な
く
な

っ
て
し
ま

い
、
三
年
間

通

っ
た

「
健
康
体
操
教
室
」
も
、
ド
ク
タ
ー
ス
ト

ッ

プ
が
掛
か

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

目
下
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
目
課
と
し
、
趣
味

の
囲

碁
、
小
旅
行
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
る
他
、
愛
媛
新
聞

社
主
催

の

「
愛
媛

ア
マ
囲
碁
最
強
戦
」

の
観
戦
記
を

書
か
せ
て
も
ら

つ
た
り
、
時
に
は
駄
文
を
認
め
、
同

人
誌
や
新
聞
に
投
稿
す
る
な
ど
、
私
に
与
え
ら
れ
た

“
値
千
金

の

一
刻
”
を
、
無
為

に
過
ご
さ
な

い
よ
う

努
め
て
い
ま
す
。

◇
　
岡
村
　
淑
子

　

（須
崎
市
）

早

い
も
の
で
退
職
し
て
十
二
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

昨
年
は
高
知
国
体
の
民
泊
に
協
力
さ
し
て
い
た
だ
き
、

高
校
生
の
バ
レ
ー
に
年
甲
斐
も
な
く
燃
え
ま
し
た
。

私
に
出
来
る
こ
と
は
人

の
為

で
は
な
く
自
分

の
為

に
し
よ
う
と
思

い
ま
す
。
今
は
、
好
き

で
集
め
る
端

切
に
埋
も
れ
、
目
が
さ
め
る
と
布
を

つ
つ
き
、
こ
れ

か
ら
は
布
を
作
る
こ
と
に
挑
戦
し
ょ
う
と
、
機
を
始

め
ま
し
た

健
康
に
は
気
を

つ
け
て
出
来
る
だ
け
野
菜
を
食

べ

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
思

い
出

い
っ
ぱ

い
の
職
場

）
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）

に
感
謝
し
つ
つ
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
皆
様
も
ど
う
か
お
元
気
で
。

◇
　
鎌
田
　
紀
子

　

（鴨
島
町
）

退
職
し
て
や
が
て
十
年
目
を
迎
え
ま
す
。
よ
く
食

べ
、
よ
く
飲
み
、
よ
く
遊
び
を
モ
ッ
ト
ー
に
元
気
で

旅
を
楽
し
み
、
結
構
遊
び
ま
く

っ
て
い
ま
す
。

が
、
今
年
は
十
月
十
八
日
か
ら
四
日
間
、
徳
島
が

開
催
県
と
な
る
「ね
ん
り
ん
ビ

ッ
ク
徳
島
２
０
０
３
」

が
行
わ
れ
、
全
国
か
ら
数
千
名
が
集
ま
る
そ
う
で
す
。

私
も
食
生
活
改
善
推
進
委
員
の

一
人
、

ヘ
ル
ス
メ

イ
ト
と
し
て
、
食
生
活
部
門
に
お
声
が
か
か
り
、
打

合
せ
会
や
調
理
実
習
等
、
忙
し
い
日
々
を
送

っ
て
い

ま
す
。
今
日
も
昼
か
ら
徳
島
県
食
改
協
総
会
に
出
か

け
る
と
こ
ろ
で
す
。
で
は
、
行

っ
て
き
ま
―
す
。

◇
　
古
谷
　
美
子

　

（徳
島
市
）

さ
さ
や
か
な
人
生
設
計
は
立
て
て
い
た
の
だ
が
、

大
半
が
総
崩
れ
の
ハ
プ

ニ
ン
グ
続
き
だ

っ
た
。

退
職
直
後
は
、
週
体
二
日
が
欲
し
い
程
、
い
ろ
ん

な
こ
と
を
手
掛
け
て
見
た
が
、
今
は
、
勝

つ
こ
と
、

上
手
く
な
る
こ
と
、
強
く
な
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
は

な
く
、
ゆ

っ
た
り
、
ゆ

っ
く
り
、
楽
し
む
境
地
に
な

っ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
も
ス
ポ
ー
ツ
は
続
け
た
い
の
と
、
好
き

な
旅
を
す
る
中
で
、
チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
シ
ャ
ッ
タ

ー
を
押
す
生
活
が
い
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

往
復
十
五
キ
ロ
位

の
所

へ
は
自
転
車
で
行
く
こ
と

に
し
て
い
る
の
が
維
持
で
き
る
の
を
願
っ
て
い
ま
す
。

◇
　
近
藤
　
哲
長

　

（松
山
市
）

Ｎ
Ｔ
Ｔ
を
退
職
し
て
十
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
そ
の

間
、
八
年
間
テ
ル
ウ

エ
ル
で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

最
近
は
、
朝
二
時
間
ブ
ラ
ブ
ラ
と
近
く
の
ミ
カ
ン

山
や
、
田
ん
ぼ
の
あ
ぜ
道
を
散
歩
し
、
午
後
は
鉢
植

え
の
草
花
を
い
じ

つ
た
り
、
二
日
に

一
回
く
ら
い
図

書
館

へ
通

っ
て
い
ま
す
。

趣
味
の
ゴ
ル
フ
は
、
腰
痛
、
筋
肉
痛
と
相
談
し
な

が
ら
月
二
回
。
旅
行
は
家
内
と
年

一
～
二
回
。

夜
は
テ
レ
ビ
で
、
お
笑

い
番
組
と
ス
ポ
ー
ツ
放
送

を
見
て
十
時
に
寝
床
に
入
り
、
囲
碁
の
本
が
眠
り
薬

と
な
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

◇
　
坂
本
　
佳
典

　

（安
芸
市
）

皆
さ
ん
お
元
気
で
す
か
。
私
、
第
二
職
場
を
退
職

し
て

一
年
。
小
さ
な
畑
で
雑
草
、
虫
と
の
戦
い
の
素

人
百
姓
や
、
大
平
洋
の
海
原
を
相
手
に
餌
ま
き
釣
人

に
な
り
、
先
輩
仲
間
か
ら
奥
の
深
い
極
意
を
学
び
な

が
ら
、
結
構
忙
し
い
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
の
必
要
な
身
体
も
、　
一

病
息
災
を
前
向
き
に
考
え
て
、
家
内
と
散
歩
や
パ
ソ

コ
ン
を
し
て
、
第
二
の
人
生
ス
テ
ッ
プ
を
感
動
と
感

謝
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
御
健
勝
を
お
祈
り
し
ま
す
。

◇
　
菅
原
　
　
仁

　

（大
野
原
町
）

第
二
就
職
を
引
退
し
て
既
に
五
年
に
な
り
ま
す
。

身
障

一
級
の
実
母

（九
十
歳
）
の
デ
イ
ケ
ア
送
迎
、

内
孫
二
人
、
外
孫
二
人
の
相
手
で
賑
や
か
な
毎
日
を

過
ご
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
現
役
時
代
に
単
身
赴
任
が
長
か

っ
た
た

め
、
引
退
と
と
も
に
地
元
の
世
話
役
が

一
斉
に
廻

っ

て
き
ま
し
た
。
町
内
に
鎮
座
す
る
十

一
社

（氏
子
数

約
二
千
五
百
戸
）
の
総
代
連
合
会
と
地
元
八
幡
神
社

の
世
話
役
、
地
元
寺
檀
家
の
世
話
役
な
ど
、
多
忙
な

日
々
を
過
ご
し
、
孫
に
寂
し
が
ら
れ
る
状
況
で
す
が

暇
の
無

い
の
が
幸
せ
な
の
か
も
と

・
・
・
思
考
し
て

お
り
ま
す
。

）

◇
　
清
家
　
多
美
子
　
（松
山
市
）

運
用
系

一
筋
だ

っ
た
私
も
、
最
後
の

一
年
間
、　
一

一
六
担
当
を
経
験
し
、
四
年
前
に
退
職
し
ま
し
た
。

当
時
は
色
々
や
ろ
う
と
思

っ
て
い
た
の
で
す
が
、

怠
け
者
の
私
は
腰
が
重
く
て
。
現
在
は
カ
ラ
オ
ケ
の

み
に
う

つ
つ
を
抜
か
し
て
い
ま
す
。
教
室
に
通

っ
た

り
し
て
十
年
た
ち
ま
す
。
腹
か
ら
声
を
出
す
こ
と
は

楽
し
い
で
す
。

健
康
も
現
在
異
常
は
な
い
の
で
す
が
、
や
は
り
体

力
の
衰
え
は
否
め
ま
せ
ん
。
皆
様
ど
こ
か
で
見
か
け

た
ら
声
を
か
け
て
下
さ
い
。
三
十
九
年
の
職
場
生
活

が
楽
し
く
過
ご
せ
た
こ
と
を
幸
せ
に
思
っ
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
皆
様
も
お
元
気
で
お
過
ご
し
下
さ
い
。

◇
　
一呂
部
　
貴
美
子

　

（北
島
町
）

退
職
し
て
か
ら
書
き
始
め
た
十
年
日
記
も
、
早
い

も
の
で
、
あ
と

一
年
を
残
す
の
み
と
な
り
ま
し
た
。

最
初
の
頃
は
、
暇
が
出
来
た
の
が
嬉
し
く
、
ド
ラ

イ
ブ

・
散
歩
と
出
掛
け
た
り
、
趣
味
と
し
て
、
社
交

ダ
ン
ス
、
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
、
ま
た
、
点
訳
奉
仕
等

を
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
、
週

一
回
の
書

道
講
座
の
受
講
と
、
も

っ
ぱ
ら
孫
の
お
守
り
に
明
け

暮
れ
て
お
り
ま
す
。

た
だ
、
主
人
と
小
旅
行
を
し
た
り
、
横
浜
に
い
る

娘
の
所

へ
行
き
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
と
観
光
に
連
れ
て

行

っ
て
も
ら

っ
て
、
さ
さ
や
か
で
す
が
楽
し
ん
で
お

り
ま
す
。

◇
　
橘
　

　

繁
隆

　

（阿
南
市
）

現
職
時
よ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
で
当
市
の
体
操
教

室
の
指
導
に
励
ん
で
い
る
こ
の
頃
で
す
。
技
術
習
得

前
の
子
供
達
を
対
象
に
、
柔
軟
性
の
あ
る
基
礎
体
力

が
目
的
で
す
。
園
児

（四
歳
以
上
）
・
小
中
学
生
を

各
指
導
員
が
担
当
し
、
私
は
、
週

一
回

一
時
間
半
余

-9-
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り
指
導
し
て
い
ま
す
が
、
小
さ
い
子
供
は
、
自
分
に

と

っ
て
孫
の
よ
う
な
か
わ
い
い
存
在
で
す
。
毎
回
の

練
習
が
楽
し
み
で
、
心
の
癒
し
に
つ
な
が

っ
て
い
ま

す
。現

在
で
は
、
県
大
会
で
上
位
入
賞
し
、
全
国
大
会

に
も
出
場
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
「継
続
は

力
な
り
」
を
合
言
葉
に
頑
張

っ
て
い
ま
す
。

◇
　
谷
本
　
　
智
　
　
（坂
出
市
）

平
成
十
四
年
二
月
、
三
回
目
の
職
場
を
退
職
。
年

金
生
活
に
入
る
。

環
境
の
変
化
か
ら
足
腰
の
筋
力
低
下
、
胆
管
結
石
、

腱
鞘
炎
等
で
体
調
不
良
と
な

っ
た
が
、
毎
日
の
ウ
ォ

ー
ク
等
で
な
ん
と
か
克
服
。

一
年
間
を
充
電
期
間
と
位
置
づ
け
、
「香
川
県
農
業

大
学
校
」

へ
入
学
、
減
農
薬
有
機
栽
培
野
菜
の
自
給

を
目
指
す
。

ま
た
、
脳
細
胞
活
動
維
持
の
た
め
、
「香
川
県
歴
史

博
物
館
」
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
解
説
員
と
し
て
、
広
い

年
齢
層
の
人
々
と
の
交
流
の
輪
を
広
げ
て
い
る
。

◇
　
田
渕
　
祐
治

　

（小
松
島
市
）

平
成
十
三
年
二
月
に
退
職
し
て
早
く
も
二
年
が
過

ぎ
ま
し
た
。
毎
日
が
日
曜
日
の
ペ
ー
ス
に
も
慣
れ
、

気
ま
ま
な
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

退
職
後
、
健
康
に
過
ご
す
た
め
に
禁
煙
に
挑
戦
、

今
年
の
六
月
で
禁
煙
二
年
に
な
り
ま
す
。
体
調
が
い

い
で
す
よ
。
ま
た
、
毎
日
、
愛
犬
と
共
に
海
岸
を
四

十
分
程
度
散
歩
し
て
い
ま
す
。

今
春
は
ち
り
め
ん
じ
ゃ
こ

↑
ビ
フ
ス
）
が
豊
漁
で
一

近
く
の
広
場
で
は
天
日
干
し
が
盛
ん
で
、　
一
面
雪
が

降

っ
た
よ
う
な
真

っ
白

い
シ
ラ
ス
で
お
お
わ
れ
独
特

の
良

い
香
り
に
包
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
元

気
で
病
気
シ
ラ
ス
？
で
過
ご
し
た
い
も
の
で
す
。

）

◇
　
豊
郷
　
和
光
　
　
（砥
部
町
）

現
在
、
二
人
の
孫
が
い
ま
す
。
九
ヶ
月
の
女
児
は

と
て
も
可
愛

い
で
す
。

私
は
元
気
で
毎
週
二
日
間
、
伊
予
鉄
ゴ
ル
フ
に
早

朝

（五
時
半
か
ら
九
時
ま
で
）
勤
め
て
い
ま
す
。
お

客
様
と
の
出
合

い
を
大
切
に
し
て
お
り
、
ま
た
、
仕

事
が
終
わ
る
と
練
習
が
で
き
る
の
で
あ
り
が
た
い
で

す
。

昨
年
四
月
か
ら
書
道
に
励
ん
で
お
り
、
（現
在
、
漢

字
二
段
、
か
な
初
段
）
こ
れ
か
ら
も
精
進
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

私
の
健
康
法
は
、
適
量
の
お
酒
と
、
よ
く
身
体
を

動
か
す
こ
と
で
す
。

皆
様
方
の
御
多
幸
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

◇
　
中
倉
　
正
子
　
　
（高
知
市
）

近
況
お
尋
ね
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ

い
ま
す
。

退
職
し
て
二
十
六
年
に
な
り
ま
す
。　
一
人
身
の
た

め
、
気
侭
に
ボ
ケ
な
い
よ
う
に
、
習
字
や
水
墨
画

・

旅
行
な
ど
楽
し
ん
で
き
ま
し
た
。

十
四
年
十
月
三
日
、
突
然
、
足
が
立
た
な
く
な
り

困
り
呆
て
ま
し
た
。
車
椅
子
に
乗

っ
た
ま
ま
介
護
セ

ン
タ
ー
ヘ
送
迎
で
、
週
四
日
通

っ
て
い
ま
す
。
水

・

土
二
日
は

ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
に
病
院

へ
連
れ
て
行

っ
て

貰

っ
て
い
ま
す
。
歩
行
器
や
手
す
り
で
歩
く
稽
古
を

し
て
い
ま
す
。
早
く
元
気
に
な
り
外
出
が
出
来
る
よ

う
に
な
り
た
い
と
努
力
し
て
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
健
康
を
お
析
り
申
し
上
げ
ま
す
。

◇
　
中
野
　
晃
美

　

（徳
島
市
）

退
職
後
、
五
度
目
の
夏
を
迎
え
ま
し
た
　
不
冗̈
に

も
三
年
前
と

一
年
半
前
に
「
梗
塞
を
患

い
左
半
身
に

後
遺
症
が
残
り
ま
し
た
〓　
一
時
は
全
く
動
き
を
忘
れ

て
い
た
左
手
足
の
指
も
長

い
治
療
と
リ
ハ
ビ
リ

（現

在
も
継
続
中
）
の
結
果
、
今
で
は
力
は
弱
い
け
ど
ゆ

っ
く
り
と
し
た
動
作
が
出
来
る
ま
で
に
な
り
ま
し

た
。こ

の
間
は
、
孫
の
通
う
小
学
校
の
児
童
た
ち
に

「身

近
な
も
の

（竹

・
木
片

・
厚
紙
等
）
で
作
る
昔
の
玩

具
作
り
」
を
教
え
ま
し
た
。
子
供
た
ち
に
好
評
で
し

た
が
、
そ
れ
以
上
に
、
自
分
の
手
が
こ
こ
ま
で
回
復

し
た
こ
と
に
涙
が
あ
ふ
れ
る
思
い
が
し
ま
し
た
。

◇
　
成
岡
　
玲
子

　

（高
知
市
）

自
分
の
健
康
の
為
と
思
い
、
退
職
し
た
時
よ
り
、

３
Ｂ
体
操
を
は
じ
め
ま
し
た
。
そ
れ
が
い
つ
の
日
か

指
導
者
か
ら
指
導
士
と
な
り
、
現
在
は

「
は
つ
ら
つ

会
」
と
し
て
退
職
者
の
人
達
と
週

一
回
身
体
を
動
か

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
月

一
回
位
食
事
会
を
し
た
り

旅
行
に
行

っ
た
り
と
、
み
ん
な
で
楽
し
ん
で
お
り
ま

す
。や

は
り
健
康
で
あ
る
こ
と
が

一
番
で
す
。
足
腰
を

鍛
え
健
康
で
安
ら
か
な
心
、
健
康
で
美
し
く
、
健
康

で
美
し
く
老

い
る
、
こ
の
言
葉
の
よ
う
に
、　
一
日

一

日
を
大
切
に
明
る
く
過
ご
し
て
行
き
た
く
思

っ
て
い

ま
す
。

◇
　
橋
田
　
功
夫

　

（須
崎
市
）

皆
様
お
元
気
で
す
か
。
私
も
退
職
し
て
早
い
も
の

で
三
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
夫
婦
と
も
ど
も
元
気
で
毎

日
を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。
妻
は
多
趣
味
で
す
が
、

私
は
朝
寝
坊
が
続
く
日
々
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
さ
さ
や
か
な
夢
や
希
望
を
持
ち
、

そ
れ
に
向
か

っ
て
生
き
生
き
と
行
け
た
ら
と
思

っ
て

い
ま
す
。
皆
様
も
お
元
気
で
お
過
ご
し
下
さ
い
。

◇
　
浜
田
　
英
雄

　

（松
山
市
）

私
の
日
課
は
、
毎
日
午
後
か
ら
松
山
総
合
公
園

ヘ

）
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一

気
の
合

っ
た
友
人

（四
名
）
と
“
オ
シ
ャ
ベ
リ
”
を

し
な
が
ら
、
四
季
折
々
の
花

・
本
の
観
賞
、
小
鳥
の

囀
り
を
聞
き
な
が
ら
の
散
策
、
毎
日
楽
し
く
過
ご
す

こ
と
で
す
。

日
曜
日
は
街

（銀
天
街

・
大
街
道
）

へ
出
て
、
変

わ
り
ゆ
く
町
の
様
子
を
見
る
の
も
楽
し
み
の

一
つ
で

す
。
た
ま
に
は
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
遊
ぶ
こ
と
も
あ

り
ま
す

。
・
・
。

趣
味
は
、
下
手
な
絵
を
描

い
た
り
、
草
花
の
観
賞

・
・
・
と
に
か
く
ス
ト
レ
ス
を
溜
め
な
い
よ
う
努
め

て
お
り
ま
す
。

◇
　
東
　
　
伸
行

　

（高
知
市
）

定
年
退
職
後
、
三
年
目
に
入

っ
て
い
ま
す
。
連
れ

合

い
が
未
だ
現
役

の
た
め
、
“
主
夫
”
を
し
て
い
ま

す
が
、
炊
事
に
洗
濯
と
、
結
構
忙
し
い
も
の
で
す
。

退
職
時
、
地
球

一
周
四
万
キ
ロ
を
目
標
に
始
め
た

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
は
、
四
月
末
で
二
、
七
八
七
キ
ロ
。

一
年
に
約

一
、
四
〇
〇
キ
ロ
で
は
三
十
年
か
か

っ
て

し
ま
う
た
め
、
何
と
か
距
離
を
伸
ば
し
た
い
と
思

っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
在
職
中
か
ら
続

い
て
い
る
公
民
館
の
役
員

を
し
た
り
、
年
に
何
回
か
は
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
慰

間
に
出
か
け
た
り
、
時
に
は
旅
行
に
行

っ
た
り
す
る

今
日
こ
の
頃
で
す
。

◇
　
柳
谷
　
　
寛

　

（高
松
市
）

本
年
二
月
末
で
、
三
つ
の
会
社
を
合
わ
せ
四
十
五

年
の
仕
事
歴
に
終
止
符
を
打
ち
ま
し
た
。

数
年
前
か
ら
少
し
腰
痛
も
あ
り
ま
す
が
、
家
内

ヘ

の
ご
苦
労
様
も
兼
ね
て
、
身
体
の
自
由
が
利
く
内
に

と
国
内
を
数
回
に
分
け
て
車
で
回
る
計
画
を
立
て
、

五
月
下
旬
か
ら
初
回
の
日
本
北
端
を
目
指
し
て
気
長

な
旅
に
出
て
い
ま
す
．

一
段
落
し
た
ら
子
供

の
時
か
ら
好
き
な
物
造
り
を

復
活
さ
せ
、
日
と
指
先
が
動
く
限
り
孫
達
に
残
せ
る

物
を
作
り
続
け
よ
う
と
思

っ
て
い
ま
す
。

◇
　
山
内
　
武
久

　

（松
山
市
）

今
年
三
月
に
心
筋
梗
塞
で
入
院
し
、
Ｐ
Ｔ
Ｃ
Ａ

風
船
療
法
及
び
ス
テ
ン
ト
留
置
術
を
受
け
、
経
過
良

好
で
、
今
は
月

一
回
通
院
程
度
で
好
き
な
囲
碁
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。

◇
　
山
本
　
　
勝

　

（松
前
町
）

月
日
の
た
つ
の
は
早
い
も
の
で
、
退
職
し
て
二
十

四
年
に
な
り
ま
す
．

平
成
七
年
に
町
内
健
康
診
断
を
受
診
の
結
果
、
肺

内
に
か
す
か
な
雲
状
の
影
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で

専
門
医
の
精
密
検
査
を
指
示
さ
れ
、
結
果
は
早
く
取

り
除
く
よ
う
に
と
言
わ
れ
、
即
、
外
科
的
治
療
を
し

ま
し
た

（右
肺
上
葉
切
除
）
。　
一
年
後
に
は
、
ま
た

左
肺
部
分
切
除
。
快
復
後
に
は
前
立
腺
手
術
。
続
い

て
結
腸
右
半
切
除
と
、
次
々
と
手
術
に
追
い
か
け
ら

れ
た
今
日
こ
の
頃
で
す
。

こ
れ
か
ら
人
生
も
明
る
く
楽
し
く
元
気
よ
く
、
今

を
大
切
に
生
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
様
方
の
ご
健
康
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

◇
　
吉
見
　
純

一

（宇
和
島
市
）

退
職
し
て
八
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
色
々

の
こ
と
が
有
り
ま
し
た
が
、
今
は
、
釣
り

。
書
道
等

趣
味
が
主
体
の
毎
日
で
す
。

三
年
前
よ
り
、
Ｏ
Ｂ
の
人
達
と
畑
を
借
り
て
無
農

薬
の
野
菜
作
り
を
し
て
お
り
ま
す
。
収
穫
期
に
は
虫

食

い
も
あ
り
ま
す
が
、
友
人
等
に
配

っ
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
は
、
瀬
戸
内
海
小
型
船
舶

安
全
協
会
の
指
導
員
と
し
て
、
海
の
安
全
対
策
に
協

一力
し
て
お
り
ま
す
。
体
調
は
あ
ま
り
よ
く
な
い
よ
う

で
す
が
、
一
日

一
日
を
大
切
に
し
て
頑
張

っ
て
い
ま
す
。

皆
様
も
お
元
気
で
有
意
義
な
人
生
を
送

っ
て
下
さ

い
。

◇
　
吉
村
　
克
幸

　

（土
佐
清
水
市
）

退
職
し
て
三
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
こ
の
間
に
、
膀

洸
結
石
と
前
立
腺
肥
大
症
で
二
回
入
院
し
、
糖
尿
病

で
ニ
カ
月
に

一
回
通
院
し
て
い
ま
す
。

日
常
生
活
と
し
て
は
、
家
庭
菜
園
や
呆
樹
の
手
入

（下
草
刈
程
度
）
を
し
て
い
ま
す
。
庭
木
の
剪
定
講

習

（二
回
受
講
）
や
パ
ソ
コ
ン
講
習

（数
回
受
講
）

を
し
ま
し
た
が
、
他
家
の
剪
定
を
す
る
程
腕
は
無
く

自
宅
の
剪
定
を
す
る
だ
け
で
す
。

パ
ソ
コ
ン
も
完
璧
に
出
来
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
補
助
講
師

（日
当
あ
り
）
を
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

あ
れ
や
こ
れ
や
で
多
忙
な
の
で
、
退
屈
を
し
て
い

る
暇
が
な
い
毎
日
で
す
。

◇
　
渡
部
　
美
都
子

　

（松
山
市
）

皆
様
お
元
気
で
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

私
は
若
く
て
元
気
な
問
頑
張

っ
た
甲
斐
が
あ
り
、

現
在
は
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム

・
伊
予
漫
才

・
ダ
ン
ス

・
パ

ソ
コ
ン

・
家
庭
菜
園
作
り

・
旅
行

。
フ
ラ
ダ
ン
ス

・

易
学
と
、
人
生
の
内
で
最
高
の
幸
福
の
時
を
送

っ
て

い
ま
す
。

こ
の
幸
福
に
感
謝
し
て
、
ほ
ん
の
少
し
老
人
ホ
ー

ム
や
地
域

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
参
加
し
て
い
ま

す
。後

は
、
残
り
少
な
い
人
生
で
す
。
後
悔
の
な
い
楽

し
い
思
い
出
作
り
が
出
来
る
よ
う
に
、
身
体
に
気
を

付
け
て
毎
日
頑
張

っ
て
生
き
て
行
こ
う
と
思

っ
て
い

る
今
日
こ
の
頃
で
す
。
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八
十
歳
の
手
習

い
パ
ソ
コ
ン
入
門

森
川
　
清
和

（高
松
市
）

か

っ
て
は
五
十
の
手
習

い
。
今
で
は
八
十
歳
の
手

習
い
も
熟
語
と
し
て
通
用
す
る
時
代
。
そ
れ
じ
ゃ
「加

齢
」
を

「華
麗
」
に
読
み
替
え
、
老

い
に
立
ち
向
か

っ
て
や
ろ
う
か
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
愛
好
会
の
会

員
に
名
を
連
ね
さ
せ
て
も
ら

つ
た
が
、
全
く
無
知
の

世
界
、
知
ら
ぬ
こ
と
は
ズ
バ
リ
ゼ
ロ
と
い
う
こ
と
で

も
気
持
ば
か
り
が
焦
る
。

や
る
以
上
は
、
ま
ず
本
気
に
な
ら
ね
ば
と
、
自
前

の
パ
ソ
コ
ン
購
入
に
踏
み
切

っ
た
。
こ
れ
で
外
堀
は

埋
め
た
。
あ
と
は
内
堀
を
と

「今
に
見
て
お
れ
僕
だ

っ
て
」

の
気
合

い
と
、
噛
み
付

い
て
離
れ
な
い
ネ
バ

リ
以
外
に
克
服
の
道
は
な
い
だ
ろ
う
と
の
、
決
意
を

固
め
て
い
る
今
日
こ
の
ご
ろ
。

パ
ソ
コ
ン
教
室
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
指
導
し
て

呉
れ
て
い
る
サ
ポ
ー
タ
ー
に
感
謝
し
な
が
ら
頑
張
ら

さ
せ
て
も
ら

つ
て
い
る
。

話
友
会
民
踊
部

山
下
　
里
江

（松
山
市
）

民
踊
を
踊
り
続
け
て
ま
も
な
く
二
十
五
年
に
な
り

ま
す
。
健
康
で
楽
し
く
過
ご
し
た
歳
月
で
し
た
こ

私
た
ち
の
団
体
は
、
全
国
各
地
の
昔
か
ら
語
り
継

が
れ
て
い
る
民
踊
を
踊
り
続
け
伝
承
し
て
い
き
ま

す
。話

友
会
民
踊
部
は
、
毎
週
水
曜
日
午
後

一
時
半
か

一

ら

「
Ｏ
Ｂ
サ
ロ
ン
か

つ
や
ま
」
に
お
い
て
、
和
気
あ

い
あ
い
で
、
楽
し
く
踊

っ
て
い
ま
す
。
若
さ
と
健
康

維
持
に
最
適
で
す
。

ま
た
、
年

一
回
の

「民
踊
研
究
発
表
会
」
で
は
、

一
年
間
の
成
果
を
観
て
頂
く
た
め
、
毎
週
の
稽
古
に

も
熱
が
入
り
、
益
々
踊
り
も
上
達
し
楽
し
く
な

っ
て

き
ま
す
。

発
表
会
当
日
、
午
前
中
は
リ
ハ
ー
サ
ル
を
行
い
緊

張
が
高
ま

っ
て
き
ま
す
。
い
よ
い
よ
本
番
、
舞
台

ヘ

上
が

っ
て
の
五
分
間
、
さ
ら
に
緊
張
の
度
合

い
は
最

高
に
達
し
ま
す
。
舞
台
で
満
足
の
い
く
踊
り
が
で
き

る
と
、
感
激
も
ひ
と
し
お
で
す
。

（写
真
上
）
晴
舞
台

で
の
踊
り

（写
真
下
）
老
人
施
設

で
の
慰
間

さ
て
、
私
た
ち
は
、
「
Ｏ
Ｂ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と

し
て
、
施
設
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
を
訪
問
し
、
「
お

誕
生
会
」
や

「盆
踊
り
大
会
」
な
ど
に
参
加
し
、
お

年
寄
り
や
、
ご
家
族
の
方
達
に
大
変
喜
ば
れ
て
お
り

ま
す
。

一
度
に
五
～
六
曲
踊
り
ま
す
が
、
常
に
何
曲
か
踊

れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
な
か
な
か
大
変

な
こ
と
で
す
。
で
も
、
踊

っ
た
あ
と
は
皆
さ
ん
の
拍

手
や
笑
顔
で
心
も
和
み
ま
す
。

昨
年
、
私
た
ち
話
友
会
民
踊
部
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

活
動
に
対
し
、
愛
媛
電
友
会
か
ら
表
彰
の
栄
誉
を
受

け
ま
し
た
。

話
友
会
民
踊
部
と
し
て
は
、
こ
れ
か
ら
も
、
こ
れ

を
励
み
に
益
々
健
康
で
楽
し
く
踊
り
続
け
て
い
き
た

い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

会
員
の
皆
さ
ま
、
民
踊
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
ご

入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

縁
台
ク
ラ
ブ

（徳
島
）

若
江
　
大
三
郎

（徳
島
市
）

「縁
台
ク
ラ
ブ
」
は
、
電
電
徳
島
Ｏ
Ｂ
の
囲
碁
サ

ー
ク
ル
と
し
て
昭
和
五
十
三
年
九
月
に
結
成
さ
れ
、

今
年
で
二
十
五
年
の
歳
月
を
数
え
て
い
ま
す
。

「縁
台
ク
ラ
ブ
」
の
名
付
け
親
で
あ
る
先
輩
か
ら

受
け
継

い
で
き
た
話
と
し
て
は
、
現
在
は
ほ
と
ん
ど

と
言

っ
て
い
い
ほ
ど
見
か
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

っ
た
縁
台
風
景
で
す
が
、
皆
が
元
気
で
仲
良
く
幸
せ

に
と
の
気
持
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

そ
れ
が
先
日
、
徳
島
城
公
園
を
散
歩
し
て
い
た
と

き
、
助
任
川
が
流
れ
て
い
る
側
の

一
郭
に
沢
山
の
人

が
集
ま

っ
て
い
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
近
づ
い
て

覗
き
こ
ん
で
見
ま
す
と
、
な
ん
と
碁
盤
、
将
棋
盤
を

西
ん
で
、ま
さ
に
縁
台
で
勝
負
に
熱
中
し
て
い
る
人
、

人
、
人

・
・
に
驚
き
と
、
懐
か
し
さ
を
覚
え
る
と
と

も
に

「今
も
あ
る
ん
だ
！
」
と
感
無
量
で
し
た
。

）
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人
生
の
最
大
の
節
目
に
退
職
が
あ
り
ま
す
。
仕
事

を
や
め
た
後
、
何
を
す
れ
ば
良

い
の
か
な
ど
と
考
え

る
日
々
の
な
か
で
、
や
は
り

一
番
取

っ
付
き
易

い
の

は
自
分
の
趣
味
だ
と
思
い
ま
す
。
か

っ
て
同
じ
母
体

で
仕
事
を
し
、
気
心
知
れ
た
人
達
と
集
う
場
所
ほ
ど

心
休
ま
る
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
も
そ
の
中
の

一
人
と
し
て

「縁
台
ク
ラ
ブ
」

へ
入
会
し
て
か
ら
早

い
も
の
で
十
三
年
が
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

平
成
三
年
四
月
、
「
Ｏ
Ｂ
サ
ロ
ン

・
び
ざ
ん
」
が

退
職
者
の
た
め
の
施
設
と
し
て
開
設
さ
れ
ま
し
た
．

今
で
は
多
く
の
サ
ー
ク
ル
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

「縁
台
ク
ラ
ブ
」
も
毎
週
土
曜
日
午
後
か
ら
は
、

会
員
諸
氏
が
集

い
技
量
を
競

っ
て
研
鑽
に
励
ん
で
い

ま
す
。
会
員
は
現
在
二
十
五
名
で
、
こ
こ
数
年
は
増

え
も
せ
ず
、
減
り
も
せ
ず
、
現
状
維
持
で
推
移
し
て

い
ま
す
。

「縁
台
ク
ラ
ブ
」
で
は
、
年
四
回
の
大
会

（新
年

一
月
、
春
季
四
月
、
夏
季
七
月
、
秋
季
十
月
）
を
０

Ｂ
サ
ロ
ン
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
「縁
台
ク
ラ
ブ
」

で
の
昇
級

・
昇
段
は
、
こ
の
大
会
が
唯

一
の
チ
ャ
ン

ス
と
な

っ
て
い
ま
す
。
従

っ
て
、
参
加
者
は

一
応
に

今
日
こ
そ
は
と
勢
い
込
ん
で
い
る
み
た
い
で
す
が
、

四
戦
全
勝
優
勝
が
条
件
と
な

っ
て
い
て
、
な
か
な
か

難
し
い
よ
う
で
す
。
戦
い
終
わ

っ
て
賞
品
に
め
ぐ
ま

れ
る
人
、
参
加
賞
の
み
に
終
わ
る
人
、
そ
れ
ぞ
れ

一

喜

一
憂
し
て
い
ま
す
。

囲
碁
は
世
に
ボ
ケ
防
止
の
最
大
の
ゲ
ー
ム
と
さ
れ

て
い
る
よ
う
で
す
が
、
相
互
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と

っ
て
く
れ
る
場
と
も
な
り
ま
す
。

徳
島
県
内
の
Ｏ
Ｂ
の
方
々
の
中
に
は
、
囲
碁
に
親

し
ん
で
い
る
人
が
ま
だ
ま
だ
沢
山
い
る
の
で
は
と
思

い
ま
す
が
、
「縁
台
ク
ラ
ブ
」

の
門
を
た
た

い
て
い

た
だ
き
、
共
に
楽
し
む
こ
と
を
念
願
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
Ｏ
Ｂ
の
皆
さ
ん
が
、
一死
気
で
、
仲
良
く
、

幸
せ
な
日
々
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
お
祈
り
し
て
い
ま

す
。

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

Ｎ

丁

Ｔ

松

山

Ｏ

Ｂ

会

村
尾
　
守
康

（松
山
市
）

私
達
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
は

「今
日
も
元

気
で
―
」
を
合
言
葉
に
、
次
の
よ
う
な
活
動
を
行

っ

て
い
ま
す
。

ま
ず
、
き
れ
い
な
環
境
を
保
ち
、
か
け
が
え
の
な

い
地
球
を
守
る
た
め
、
市
内
を
流
れ
る
石
手
川
、
三

坂
峠
、
小
田
深
山
で
ク
リ
ー
ン
ハ
イ
キ
ン
グ
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
愛
媛
支
店
が
定
期
的
に
行

っ

て
い
る
梅
津
寺
海
水
浴
場
の
清
掃
に
も
参
加
し
て
い

）ま
す
。

環
境
美
化
の

一
助
に
と
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
お
許
し
を
得

て
、
「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
Ｂ
サ
ロ
ン
か

つ
や
ま
」

の
空
き
地

の

一
角
に
花
壇
を
作
り
、花
の
苗
を
植
え
育
て
た
り
、

Ｅ
Ｍ
菌
を
活
用
し
た
環
境
浄
化
に
も

一
役
買

い
た
い

と
、
勉
強
会
を
開
い
て
も

い
ま
す
。

ま
た
、
テ
ル
ウ
ェ
ル
愛
松
園
（本
年
三
月
に
再
開
）
、

梅
本
の
里

（感
謝
状
を
頂
戴
し
た
）
、
し
ら
さ
ぎ
苑
、

て
い
れ
ぎ
荘
な
ど
の
施
設
で
、
誕
生
会
、
お
花
見
、

お
月
見
、
ク
リ
ス
マ
ス
に
踊
り
を
披
露
し
て
お
手
伝

い
さ
せ
て
も
ら

っ
て
い
ま
す
。
施
設
入
所
の
方
々
の

お
寺
詣
で
や
買
物
に
車
椅
子
な
ど
で
同
行
す
る
の
も

喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
会
員
の
家
庭
で
眠

っ
て
い
る
引
出
物
等
不

要
品
を
提
供
し
て
も
ら

つ
て
販
売
す
る
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
物
を
大
切
に
扱
う

リ
サ
イ
ク
ル
と
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
資
金
の
獲
得
は

一
挙
両
得
と
自
画
自
賛
し
て
い
ま
す
。

私
達
の
グ
ル
ー
プ
は
、
昭
和
六
十

一
年
に
当
時
の

先
輩
の
ご
努
力
で
ス
タ
ー
ト
し
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、
テ
ル
ウ

ェ
ル
の
ご
支
援
を
受
け
な
が
ら
、
十
七
年
続

い
て
い

ま
す
。
昨
平
成
十
四
年
度
に
は
、
電
友
会
か
ら

「ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
長
期
継
続
団
体
」
と
し
て
表
彰
し

て
い
た
だ
き
、
会
員

一
同
の
大
き
な
励
み
と
な
り
ま

し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
自
然
と
人
間
の
共
生
、
お
互
い
（特

に
、
か

っ
て
同
じ
釜
の
め
し
を
食

つ
た
者
同
志
）
の

助
け
合
い
、
そ
れ
を
通
し
て
自
分
自
身
の
生
き
が
い

と
健
康
を
伸
ば
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

会
員
宅
を
利
用
し
て
交
流
す
る
な
ど
、
片
意
地
張

ら
ず
に
仲
良
く
や
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ど
う
か
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

（会
員
五
十
四

名
）
。
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第 123号 平 成 15年 7月

（徳
島
）

俳
　
句
　
会

眉
　
秋

角
野
　
清
剛

終
日
の
雨
葉
桜
と
な
り

い
た
り

加
治
　
道
子

瀬
戸
内
の
海
女
の
墓
抱
き
梅
は
実
に

原
　
　
雅
峰

葉
桜
と
な
り
て
見
守
る
川
の
鯉

日
開
　
桃
花

一
羽
ま
た
後
に
続
き
て
巣
立
鳥

湯
村
二
条
子

城
垣
を
覆

い
て
花
の
通
り
雨

吉
田
フ
ジ
子

洗
わ
る
る
思
い
に
ひ
た
る
花
の
下

和
田
と
も
子

闇
よ
り
の
蛙
の
声
に
目
を
凝
ら
す

長
島
　
正
雅

葉
桜
の
青
さ
染
む
と
も
溶
く
る
と
も

円
国

次

の
方

が
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。
謹

ん

で
ご
冥
福
を

お
祈
り
致

し
ま
す

逝
去
年
月
日
　
一早
年

生
前
の
居
住
地

故
人
の
お
名
前

野
本

佐
紀
雄

山
内
　
宜
英

深
田
　
和
男

山
本
　
兼
義

平
木
　
　
審

菊
池
　
道
雄

様 様 様 様 様 様

15 15 15 15 15 15

444444

252220 19 15 12

8578797671 63

松
山
市

松
山
市

高
知
市

川
内
町

高
松
市

八
幡
浜
市

）

山
本
　
邦
彦
　
様

田
内

長
兵
衛

様

梅
木
　
堅
次
　
様

岡
林

　

一
男
　
様

窪
田
　
　
一浮
　
様

山
本
　
政
信
　
様

細
木
　
昭

一　

様

国
方
　
恒
雄
　
様

原
田
　
良
次
　
様

鹿
田
　
　
明
　
様

河
口
　
庄

一　

様

前
田
　

一
男
　
様

松
末
　
親
則
　
様

小
森
　
繁
木
　
様

長
島
　
　
稔
　
様

須
賀
井

敏
雄

様

木
俵
　
寅
雄
　
様

森

　

駿
二
良

様

松
山
市

伊
予
市

松
山
市

高
知
市

松
山
市

阿
南
市

高
知
市

高
松
市

松
山
市

川
内
町

八
幡
浜
市

貞
光
町

松
山
市

松
山
市

徳
島
市

松
山
市

新
居
浜
市

阿
南
市

漁
　
火

（四
万
十
川
）

山
崎
　
忠
輝

（松
山
市
）

こ
の
漁
火
は
、
し
ら
す
う
な
ぎ
漁
を
す
る
光
で
、

例
年

一
月
～
二
月
は
河
口
を
淡
い
緑
色
の
漁
火
で
埋

め
つ
く
し
て
、
そ
の
間
を
行
き
来
す
る
船
の
光
跡
が

冬
の
四
万
十
の
風
物
詩
と
し
て
、
美
し
い
光
景
を
見

せ
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
高
値
で
あ

っ
た
し
ら
す
う
な
ぎ
が
、

近
年
、
中
国
産
が
進
出
し
て
き
た
た
め
、
大
幅
に
値

下
が
り
し
、
し
ら
す
漁
は
減
る

一
方
と
な
り
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
、
失
わ
れ
行
く

一
風
景
と
な
り

つ
つ

あ
り
ま
す
。

会
報
百
二
十
二
号

（平
成
十
五
年
四
月
発
行
）
の

中
で
、
次
の
方
の
お
名
前
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。
（敬
称
略
）

８
ペ
ー
ジ
中
段
２
人
目

　

（誤
）
奥
田
　
敏
夫

（正
）
奥
岡
　
敏
夫

‐４
ベ
ー
ジ
下
段
７
人
目

　

（誤
）
谷
篠
　
昭
平

（正
）
谷
條
　
昭
平

▽
　
今
回
か
ら
会
報
の
印
刷
原
版
作
成
を
ワ
ー
プ

ロ

か
ら
パ
ソ
コ
ン
に
切
り
替
え
ま
し
た
。
便
利
な
面
が

あ
る

一
方
、
思
わ
ぬ
動
き
に
戸
惑

っ
た
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
あ
と
は
習
熟
す
る
し
か
な
さ
そ
う
で
す
。

▽
　
暑
さ
に
向
か
い
ま
す
。
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

（稲
毛
）

四
国
電
友
会
会
報
　
第
百
二
十
三
号

発
　
行
　
　
平
成
十
五
年
七
月

一
日

編
　
集
　
　
電
友
会
四
国
地
方
本
部

松
山
市

一
番
町
四
―
三

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
愛
媛
支
店
内

一電
　
話
　
　
〇
八
九
―
九
三
六
―
二
〇
二
三

印
　
刷
　
　
株
式
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ク
オ
リ
ス

従
六
位
勲
五
等
旭
日
章

勲
六
等
旭
日
章

正
七
位
勲
六
等
旭
日
章

勲
六
等
旭
日
章

15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15

666666555555555544

3023 17 16 15 6 2525232020 14 3 3 3  3 2827

80868581 80797483708671 747286796881 77

山 山 斎 渡

本 本 藤 部

邦 兼 五 出

彦 義 郎 男

様 様 様 様
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員
料瓢

講
募

受

２

３

者

修

象対

研

４

５

テルウェルでは社会貢献事業の一環として、下記の要領でホームヘルバー (2級課程)

賛成講座を開講します。皆様のお申し込みをお待ちしております。

1.研 修 期 間

記

平成 15年 7月～平成 15年 12月下旬

各教室により開講日が異なりますので下記にお問含せ

下さい。

10名程度 (1県あたり) 定員になり次第締め切ります。

86,250円
※厚生労働省の教育訓練給付制度等との重複援助はありません。

資格取得年度に3万円を援助し、ボランティア活allの状況を考慮し残額を3年に分割

して支払います。

Nl「様 。Nl~Fグループ各社様等の社員及び退職者並びにその御家族の方。
N丁「

。NTTグループ現職の皆様にも、受講しやすい通信教育です。

ただし、スクーリング及び実習については13日間程度の出席が必要です。

自宅学習

:||■

1学科レポ■卜提出‐

基礎知識の習得は
お好きな時間にマイペースで

6.応募条件  テルウェルボランティアセンタに登録し、積極的にポランティア活動に参加していただける方。

(登録していただくボランティアセンタ )

愛媛県在住者 …NTTグ ループ生活支援 。介護ボランティア愛媛

香川県在住者 …テルウェル香川介護サービスセンター

徳島県在住者 …テルウェル徳島ボランティアクラブ

高矢□県在住者 …N tt Tグループネットワーク「きずな高知の会」

へ登録していただきます。

7。 開催場所  各県にある「ニチイ学館」にて受講していただきます。

※愛媛財 ・・松山教室、今治教室、たきはま教室、宇和島教室

※香川県・・・高松教室、屋島教室、丸亀教室

※徳島県・・・徳島教室、二軒屋教室、名東教室

※高矢□県・・・高矢□教室、南国教室、安芸教室、高岡教室、中村教室

申込締 切 日   平成 15年 8月 15日 (金躍日)

お申し込み 。   〒790-0874 愛媛県松山市南持田町40-3
お問い合わせ   テルウェル西日本株式会社  厚生福祉サービス営業部

福祉共済担当  担当 : 徳本  。 岡田

TEL(089)932-9955   FAX(089)933-1933

主催  財団法人 電気通信共済会  「社会福祉・地i或貢献活動賛助会」

８

９

実技スクーリング

6時間×8回

みんなでわいわい

楽しく介護技術をマスター

施設実習8時間×2日

在宅サーヒ
・ス提供現場見学6時間 Xl日

ホームヘJレプサービス同行訪間4時間×2日

実際の施設で本番しながら

学習の総まとめ

-15-
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広告のお申込み。お問合せは…

●ウコ曝ブ画面0120‐506309″ι督ゥン時ジ・ヨ≧:gゥフ～ジE回 0120‐478541

N丁丁四国電話帳株式会社O本社/愛媛県温泉郡重信田I田窪1940… 1

テレホンセンタ内口0120‐ 478541 愛媛営業所 TEL089‐ 915‐ 8400 香サ|1営業所 丁EL087‐ 851‐ 4211
FAX089‐ 990‐ 7529          FAX089‐ 915‐ 8440          FAX087‐ 851‐ 4212

高知営業所 TEL088‐ 880‐ 4012 徳島営業所 TEL088‐ 654‐ 6868
FAX088‐ 880‐ 4016         FAX088‐ 654-6869
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